５，２　シンチレーションカウンターのセットアップ
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　今回は上図のように、プラスチックシンチレーター(T1,T2,T3)とCsIシンチレーターを配置し、実験を行った。
（１）トリガーカウンター

　　　　宇宙線であるμ粒子は宇宙から絶え間なく降り注いでいる。CsI(Tl)にはあらゆる方向からμ粒子が入射してくる。そのため、CsI(Tl)中でμ粒子が崩壊したかどうかが難しい。そこで、T1,T2をCｓI(Tl)の上に置き、T3を下に置くことで、CsI(Tl)にHitの条件を与える。そうすることによって、余分なデータが削られ、必要とするデータのみを取り出すことが可能となる。この作業をするのがトリガーカウンターである。
今回の実験では、T1,T2,CsIのコインシデンスをON、T3をOFFにして測定する。また、T１,T2をトリガーカウンターとして使用する。
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